
発行／南部町議会　〒683-0351　鳥取県西伯郡南部町法勝寺377-1　TEL0859-66-4804　FAX0859-66-4806
http://www.town.nanbu.tottori.jp/admin/gikai/　　編集／広報常任委員会　　印刷／冨士印刷有限会社

第64号
令和２年６月議会
発行/令和２年８月

なんぶ

議会だより議会だより

コロナに負けるな!!

●一般会計補正予算
●条例案の審査結果
●第4回･第5回臨時議会
●一般質問
●直撃インタビュー
　議会改革調査特別委員会
●町議会広報探検隊NO.5

……………………2
……………………3

………………4
………………………………5

…………11
……………12



なんぶ議会だより　第 64号3

６月定例議会報告・条例と発議案

①地方財政財政の充実・強化を求める意見書
②教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書

③最低賃金の見直しと中小企業支援策の拡充を求める意見書

討
論

反対 　鳥取県の最低賃金は、790円だ。
これを1,500円に上げれば、労働者は

良いが、使用者側から大変な経済負担となって経
営が出来ない。

賛成 　最低賃金には、地方と中央で大きな
開きがある。これをなくすには、最低

賃金を全国統一して、1,500円ぐらいにすべきだ。

全員一致で可決
発議案の審査結果

…

南部町国民健康保険条例の一部改正

討
論

反対 　今、コロナで苦しんでいる時期に
税率を上げるべきではない。今年は、

コロナ対策の補助金を投入して、据え置きだとい
うが、条例改正で、来年は必ず値上がりする。

賛成 　今のまま、国保の税率を改正せずに
やりたかったが、その場合には、地方

創生特別交付金の2,000万円を充てることが出来
ない。条例を改正して、2,000万円を賦課するた
めに条例改正を行う。

賛成多数で可決
条例案の審査結果

……………………

…………

全員一致で可決…

賛成少数で否決…

反
対
意
見

①
地
域
交
流
拠
点
支
援
事
業
に
つ
い
て
反
対

　
し
ま
す
。
一
般
社
団
法
人
手
間
山
の
里
の

　
「
て
ま
里
」
の
支
援
に
関
わ
る
も
の
で
、

　
て
ま
里
に
対
し
て
公
益
の
部
分
が
あ
る
。

　
「
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
計
算
し
て
経
費
の
援

　
助
す
る
。
」
と
あ
る
が
３
分
の
１
の
「
公

　
益
の
部
分
」
が
、
非
常
に
あ
い
ま
い
で
あ

　
り
、
他
の
施
設
と
区
別
で
き
な
い
。

②
次
亜
塩
素
酸
水
に
つ
い
て
、
町
は
、
臨
時

　
議
会
で
予
算
を
確
保
し
、
次
亜
塩
素
酸
水

　
を
作
る
機
械
を
備
品
と
し
て
購
入
し
た
。

　
し
か
し
、
次
亜
塩
素
酸
水
の
効
果
に
つ
い

　
て
、
は
っ
き
り
と
結
果
が
出
て
い
な
い
。

　
は
っ
き
り
と
結
果
が
出
て
い
な
い
限
り
、

　
安
易
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
反
対
だ
。

③
次
亜
塩
素
酸
水
の
製
造
・
供
給
作
業
の
委

　
託
先
が
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
に
な
っ
て
い
る
。
一

　
方
的
に
一
つ
の
と
こ
ろ
に
委
託
先
を
決
定

　
し
て
い
る
。
非
常
に
お
か
し
い
こ
と
だ
。

賛
成
意
見

①
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
災
害
対
策
へ
の
対
応

　
で
、
緊
急
性
の
高
い
補
正
予
算
で
あ
り
賛

　
成
す
べ
き
も
の
だ
。

②
災
害
発
生
時
に
本
部
と
な
る
法
勝
寺
庁
舎

　
に
非
常
用
電
源
設
備
を
配
備
す
る
予
算
で
、

　
い
つ
法
勝
寺
川
が
溢
れ
て
、
水
害
が
起

　
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
た
め
に
、
２
ｍ

　
の
高
さ
を
保
っ
て
設
置
す
る
設
計
に
な
っ

　
て
い
る
。

③
て
ま
里
の
支
援
策
は
、
支
援
対
象
と
な
る

　
公
益
的
な
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
室
内
部
分
に

　
限
っ
て
と
っ
て
い
る
が
、
野
外
の
芝
生
広

　
場
や
玄
関
の
庭
な
ど
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
部
分
も
交

　
流
ス
ペ
ー
ス
の
面
積
に
入
れ
る
べ
き
で
あ

　
る
。
支
援
に
賛
成
す
る
。

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤

××

○○○○○○○○○○

×

令和２年度一般会計補正予算採決結果
会計名／議員名（議席番号順）

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤

××

○○○○○○○○○○

×

南部町国民健康保険条例の一部改正
条例名／議員名（議席番号順）

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤
○○

××××××××××

○最低賃金の見直しと中小企業支援策の拡充を求める意見書
発議名／議員名（議席番号順）

なんぶ議会だより　第 64号 2

６月定例議会報告
　令和２年度６月定例議会が、12日から19日までの会期で開催され、開会の初日に農業委員会委員の任命につ
いて承認しました。令和２年度の一般会計補正予算及び国民健康保険事業特別会計補正予算と条例の制定など、
７議案と３件の陳情請願、３件の議員発議案が審議されました。

一般会計補正予算
歳入歳出予算の総額に、1億5,466万7千円を追加し、
総額を歳入歳出それぞれ　79億8,602万7千円とする。

賛成多数で可決

災害対策事業………9,130万円
　災害対策本部となる法勝寺庁舎を災害時
の防災機能を強化するために、非常用電源
設備の更新を図る。地上から2.0ｍの位置
に配置することにより、浸水から守る整備
を行う。

農地災害復旧事業
……349万9千円

　令和２年４月豪雨により被災した農地災
害箇所について、復旧工事を行う。

教育振興費(南中・法中)
……36万9千円

　新型コロナウイルスの影響による中学校
の臨時休業中に、家庭学習支援及びＩＣＴ
活用教育を推進するため、ｅラーニング教
材の利用環境を整備する。

戦略的園芸品目(イチゴ)総合対策事業
………1,067万円

　鳥取県が新たに制定した戦略的園芸品目
（イチゴ）「とっておき」総合対策事業を活
用し、町内のイチゴ生産者と共同してハウ
ス等イチゴの生産設備を整える。

事業所家賃給付事業…150万円
　新型コロナウイルス感染症の影響により
町内に事業所がある法人若しくは個人事業
主に国の「特別家賃支援給付金」の２ /３
補助の上乗せとして１ /３について上限 5
万円を、最大6か月間町が補助を行う。

現在の非常用電源設備

賀野地区「いちごハウス」

南部中学校ICT授業



なんぶ議会だより　第 64号5 なんぶ議会だより　第 64号 4

一般質問 一般質問ダイジェスト
あ
な
た
の
声
を

町
政
に
問
う
！

新型コロナウイルス対策
町長選挙の再選出馬
新型コロナ対策
ピンチをチャンスに（新型コロナ対策）
新型コロナ対応
新型コロナウイルス感染拡大に対応する対策
農業施策
地域の公共交通網の整備
小中一貫教育
鳥取県西部広域行政管理組合一般廃棄物
処理施設整備基本構想
コロナ禍に於ける公共料金のあり方
学校施設の教育環境と子そだて支援
国民健康保険税の負担軽減
コロナ禍での町政
コロナ対策
一般廃棄物処理施設整備基本構想
コロナ後に向けた町行政の運営

質　問　事　項
１

2

３
４

５

６

７

8

９

10

11

荊尾  芳之

板井  　隆

白川　立真
長束  博信

三鴨　義文

仲田  司朗

加藤  　学

亀尾  共三

細田  元教

真壁  容子

景山     浩

１
１
２
１
１
１
２
１
２

１

２
１
２
１
１
２
１

30

30

20
30

20

30

30

30

30

30

30

議 員 名 発言時間

【質問の通告】
一般質問は、議題と関係なく
行財政全般にわたる議員主導
による政策論議で、通告制で
行っている。

【一般質問の時間】
定例議会において行われ、南
部町は議員からの質問時間は
30分と定めている。
町民皆様の声を町政に問います。

  

　
中
国
、
武
漢
か
ら
発
生
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
世
界
中
に
広

が
っ
た
。
日
本
中
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
と
な
り
、
国
民
の
命
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
に
し
た
た
め
、
経
済

活
動
は
完
全
に
止
ま
っ
て
し
ま
っ

た
。
国
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

た
人
を
救
う
た
め
に
と
、
住
民
一
人

当
た
り
10
万
円
の
特
別
定
額
給
付
金

の
支
給
を
早
々
に
議
決
し
た
。

　
特
別
定
額
給
付
金
事
務
の
進
捗
状

況
と
　
該
当
者
へ
の
１
０
０
％
の
支

給
を
目
指
す
た
め
の
対
応
に
つ
い
て

問
う
。

　
国
の
特
別
定
額
給
付
金
の

基
準
日
で
あ
る
令
和
２
年
４

月
27
日
に
南
部
町
に
住
所
を
有
す
る

３
，
９
１
０
世
帯
に
対
し
申
請
書
を

郵
送
し
た
と
こ
ろ
、
６
月
10
日
時
点

で
95
％
、
３
，
７
１
６
件
の
申
請
を

い
た
だ
き
、
10
億
２
、
４
８
０
万
円

の
給
付
を
行
っ
た
。
そ
の
う
ち
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
は
72
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
、
１
０
０
％
の
支
給
を
目
指

し
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
最
終
受
付
が
申
請
の
開
始
か
ら

３
か
月
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

８
月
11
日
の
消
印
ま
で
が
有
効
と
な

る
。
残
る
１
９
４
人
の
未
申
請
世
帯

に
は
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。
高
齢
等
の
理
由
で
申
請

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
そ
う
い
う
方
々
へ

は
保
健
師
の
訪
問
活
動
と
併
せ
て
申

請
の
呼
び
か
け
を
行
う
な
ど
、
町
民

全
員
に
給
付
金
が
届
く
よ
う
に
努
力

す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

荊
尾
芳
之 

議
員

Ｑ
国
の
10
万
円
の
支
給
状
況
は

Ａ
１
０
０
％
の
支
給
に
向
け
努
力
す
る

町
長

荊
尾

町
長

令和２年度第４回・第５回臨時議会報告

新型コロナ対策を中心に２回の臨時議会が開催新型コロナ対策を中心に２回の臨時議会が開催
第４回臨時議会…コロナ対策の定額給付金、子育て支援など
　令和２年５月12日に第４回臨時議会が開催されました。会議には専決処分の承認を求める議案11件と
一般会計補正予算１件が提案され、全て原案通り可決、承認されました。

●議案第40号（国民健康保険税の課税限度額の引き上げと軽減措置の拡充等）の採決結果

第39号　専決（税条例の一部改正）
第40号　専決（国民健康保険税条例の一部改正）
第41号　専決（元年度一般会計補正予算）
第42号　専決（元年度国保会計補正予算）
第43号　専決（元年度後期高齢者医療補正予算）
第44号　専決（元年度太陽光発電事業補正予算）

第45号　専決（国民健康保険税条例の一部改正）
第46号　専決（後期高齢者医療条例の一部改正）
第47号　専決（2年度一般会計補正予算｟第1号｠）
第48号　専決（病院事業会計補正予算）
第49号　令和2年度一般会計補正予算（第2号）
第50号　専決（公共下水道事業補正予算）

真壁亀尾井田細田景山板井仲田三鴨白川長束滝山荊尾加藤

××

○○○○○○○○○○

×

国民健康保険条例の一部改正
議員名（議席番号順）

●議案第47号　一般会計補正予算（第1号）
　 新型コロナウイルスによる家庭への被害救済のための一人当たり10万円給付
・特別定額給付事業  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10億7,000万円
●議案第48号　病院事業会計補正予算
・ＰＣＲ検査用プレハブ検査室・コロナ患者受け入れ用区分仕切り等 ・・・・・・165万円
●議案第49号　一般会計補正予算（第2号）
・地方創生臨時交付金を財源とした分散型勤務事業・マスク等備品購入・飲食業支援事業・・・1,175万円
・子育て世帯への臨時特別給付金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,450万円

第５回臨時議会…コロナ対策の商品券配布､上水道基本料金免除など
　令和２年６月１日に第５回臨時議会が開催されました。会議には人事案件、補正予算など５議案が提案
され、いずれの議案も全会一致で原案通り可決、承認また同意されました。

第51号　固定資産評価審査委員の選任
第52号　令和2年度一般会計補正予算（第3号）
第53号　令和2年度水道事業会計補正予算

第54号　令和2年度病院事業会計補正予算
第55号　農業委員に占める認定農業者等又はこれら
　　　　に準ずる者の割合を4分の1以上とすること

●議案第52号　一般会計補正予算（第3号）主なもの
　　8,000万円余りの地方創生臨時交付金を財源として
・町内で使用可能な5000円分の商品券を全家庭に配布する生活支援・地域活性化事業・・2,337万4千円
・一般用水道料金の内の基本料金を4か月分全額免除にする上水道事業費・・1,583万2千円
・売上減少事業者を支援する南部町版持続化給付金事業 ・・・・・・・・・・・1,500万円
・西伯病院の病棟改修や備品購入向けの病院事業費 ・・・・・・・・・・・1,327万1千円
・町内飲食店で利用するプレミアム付き前売りチケット事業 ・・・・・・・・・・250万円

三密を避けましょう

密閉

密接密集



なんぶ議会だより　第 64号7 なんぶ議会だより　第 64号 6

一般質問

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
町
民
、

町
内
事
業
所
等
の
支
援
策
に

つ
い
て
伺
う
。

①
町
民
の
生
活
環
境
変
化
と
、
不
安

払
拭
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
。

②
商
工
会
が
実
施
し
た
、
町
内
事
業

所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
。

③
一
次
産
業
に
お
け
る
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
つ
い
て
。

④
指
定
管
理
に
よ
っ
て
運
営
す
る
公

共
施
設
の
現
状
と
支
援
に
つ
い
て
。

　
①
こ
れ
ま
で
、
町
民
や
事

業
所
に
対
し
て
の
支
援
策
を

優
先
順
位
を
つ
け
て
、

講
じ
て
き
た
。

　
第
二
次
の
地
方
創
生

交
付
金
に
つ
い
て
は
、

家
賃
支
援
を
含
む
事

業
・
雇
用
の
継
続
へ
の

対
応
や
、
新
し
い
生
活

様
式
へ
の
対
応
に
つ
い

て
提
案
し
た
い
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か

ら
、
製
造
、
小
売
り
業
者
や
宿
泊
、

飲
食
、
観
光
業
と
特
定
業
種
で
影
響

が
生
じ
て
い
る
。

　
持
続
化
交
付
金
や
雇
用
助
成
、
融

資
制
度
に
つ
い
て
商
工
会
が
窓
口
と

し
て
対
応
し
て
い
る
。

③
県
・
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
、
既
に
影

響
が
あ
る
商
品
や
今
後
の
価
格
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
生
産
者
の
影
響

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
対
応
を
し
た

い
。

④
公
共
施
設
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
影

響
を
受
け
て
い
る
。
休
館
を
や
む
な

く
し
て
い
た
施
設
に
つ
い
て
は
、

国
・
県
・
町
の
支
援
策
に
併
せ
、
独

自
の
策
を
講
じ
た
営
業
努
力
を
行
っ

て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策

板
井
　隆 

議
員

Ｑ
町
民
・
事
業
所
へ
の
支
援
策

Ａ
町
民
の
安
心
と
事
業
所
の
持
続
化
へ
の
策
を
講
ず
る
町
長

板
井新

型
コ
ロ
ナ
対
応

長
束
博
信 

議
員

Ｑ
学
校
教
育
へ
の
影
響
と
高
齢
者
対
応
へ
の
影
響
は

Ａ
人
と
の
関
わ
り
か
ら
学
ぶ
機
会
が
大
き
く
減
少
し
た

教
育
長

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

白
川
立
真 

議
員

Ｑ
移
住
定
住
施
策
の
加
速
を

Ａ
新
た
な
宅
地
の
供
給
で

町
長

　
国
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
社
会
の
あ
り
方
や
人
々
の

生
き
方
に
変
化
が
出
始
め
て
い
る
。

こ
れ
を
機
に
東
京
一
極
集
中
を
是
正

し
て
地
方
移
住
を
加
速
さ
せ
た
い
」

と
語
っ
た
。

　
受
け
入
れ
る
わ
が
町
と
し
て
「
空

き
家
活
用
」
な
ど
の
移
住
定
住
施
策

を
加
速
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
貸
し
て
い
た
だ
け
る
物
件
が
少

な
く
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

　
様
々
な
移
住
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
新

た
な
施
策
が
必
要
と
思
う
が
、
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

　
移
住
定
住
施
策
と
し
て
近

年
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
、
デ
ザ
イ
ン
機
構
と
連
携
し
た
空

き
家
借
り
上
げ
制
度
だ
。

　
今
年
３
月
末
現
在
で
、
28
軒
の
空

き
家
を
改
修
し
25
世
帯
78
名
の
方
を

受
け
入
れ
た
。
特
に
子
育
て
世
代
の

方
が
多
く
、
地
域
の
方
に
も
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
一
方
で
多
く
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り

待
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
あ
る
が
、
空

き
家
で
あ
っ
て
も
貸
し
出
し
て
頂
け

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

農
家
に
よ
く
あ
る
大
き
な
家
は
敬
遠

さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
今
後
、
ニ
ー

ズ
を
う
ま
く
か
み
合
わ
せ
る
方
法
が

ど
こ
に
あ
る
の
か
知
恵
を
絞
っ
て
い

き
た
い
。

　
ま
た
、
住
宅
を
建
て
た
い
が
宅
地

が
な
い
と
い
う
声
も
多
く
あ
る
。
そ

こ
で
、
民
間
宅
地
開
発
支
援
事
業
補

助
金
を
拡
大
し
た
。
春
以
降
、
何
件

か
の
問
い
合
わ
せ
を
頂
い
て
お
り
、

新
た
な
宅
地
の
供
給
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。
そ
し
て
、
空
き

家
、
ア
パ
ー
ト
、
宅
地
開
発
等
の
住

宅
施
策
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
進
め
て
い

く
事
で
、
移

住
希
望
者
の

ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
き
た

い
。

白
川

町
長農

業
施
策

三
鴨
義
文 

議
員

Ｑ
大
型
農
業
機
械
の
免
許
取
得
に
支
援
は

Ａ
汗
か
く
農
業
者
支
援
事
業
で
対
応
す
る

町
長

　
３
月
議
会
の
答
弁
で
、

「
本
町
の
目
指
す
今
後
の
農

業
は
、
規
模
拡
大
と
組
織
化
に
よ
っ
て

所
得
向
上
と
農
地
の
維
持
を
図
っ
て
い

く
」
、
と
の
考
え
方
を
伺
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
規
模
拡
大
や
組

織
化
に
は
大
型
機
械
の
導
入
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
農
業
機
械
の
大
型
化
が

進
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
、
昨
年
の
道
路
運
送
車
両
法

の
見
直
し
に
よ
り
、
大
型
農
業
機
械
の

公
道
走
行
が
可
能
に
な
っ
た
が
、
大
型

特
殊
免
許
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
免
許
取
得
の
た
め
に
は
、
自
動

車
学
校
で
は
10
万
円
程
度
、
Ｊ
Ａ
鳥
取

が
募
集
さ
れ
た
講
習
試
験
で
も
３
万
円

程
度
が
必
要
で
あ
り
、
個
人
負
担
や
組

織
の
負
担
に
し
て
も
大
き
い
負
担
と
考

え
る
。
ま
た
、
こ
の
Ｊ
Ａ
鳥
取
の
講
習

試
験
に
は
、
当
初
72
人
の
募
集
に
対
し

て
１
，
０
６
２
人
も
の
応
募
が
あ
り
、

厳
し
い
抽
選
と
聞
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
抽
選
で
当

た
っ
て
も
当
た
ら
な
く
て
も
、
免
許
取

得
を
お
考
え
の
方
に
は
同
様
の
支
援
を

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
伺
う
。

　
本
町
の
事
業
と
し
て
、
汗

か
く
農
業
者
支
援
事
業
が
あ

る
。
こ
の
事
業
は
、
農
地
維
持
や
改

良
、
営
農
に
関
す
る
資
格
取
得
に
要
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、

大
型
特
殊
免
許
取
得
に
も
該
当
す
る
の

で
、
事
前
相
談
の
う
え
申
請
さ
れ
た

い
。

　
こ
の
事
業
は
、
今
６
月
議
会
に
も
追

加
の
補
正
予
算
を
組
む
ほ
ど
非
常
に
喜

ば
れ
て
お
り
、
大
型
特
殊
免
許
取
得
に

は
５
月
末
現
在
で
、
28
人
の
交
付
決
定

を
し
て
い
る
。
今
、
こ
の
事
業
で
は
経

費
に
対
す
る
補
助
率
も
定
め
て
お
り
、

す
べ
て
同
様
に
と
は
な
ら
な
い
。

　
現
在
、
自
動
車
学
校
も
満
杯
状
態
と

の
実
態
も
聞
い
て
い
る
の
で
、
本
来
の

農
業
機
械
で
あ
れ
ば
、
農
業
大
学
校
で

き
ち
ん
と
安
く
取
得
で
き
る
。
そ
う
い

う
仕
掛
け
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
中
山
間
地
の
農
地
維
持
や
作

業
の
支
援
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

三
鴨

町
長

町
長

　
①
唐
突
に
始
ま
っ
た
休

校
、
例
の
な
い
卒
業
式
、
入

学
式
に
つ
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る

影
響
の
受
け
止
め
は
ど
う
か
。

②
第
二
波
、
第
三
波
の
発
生
が
あ
っ

た
場
合
は
経
験
が
活
か
せ
る
の
か
。

③
新
生
活
ス
タ
イ
ル
は
学
校
生
活
の

中
で
変
更
は
あ
る
の
か
。

④
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
整
備
状
況
は
ど
う
か
。
リ
モ
ー

ト
授
業
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
ど
う
考
え
る
か
。

⑤
介
護
環
境
（
施
設
利
用
、
訪
問
）

へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
①
学
校
教
育
本
来
の

目
的
の
一
つ
、
人
と
の

関
わ
り
か
ら
学
ぶ
機
会
が
大
き
く
減

少
し
た
こ
と
。
話
し
合
い
、
グ
ル
ー

プ
で
の
実
験
や
調
理
、
二
人
以
上
で

の
運
動
、
声
を
出
す
合
唱
な
ど
一
番

楽
し
い
は
ず
の
学
び
が
難
し
い
こ

と
。
二
つ
目
は
先
が
見
え
な
い
不
安

や
制
限
に
対
す
る
ス
ト
レ
ス
で
、
一

層
き
め
細
や
か
な
対
応
に
努
め
る
。

②
い
く
つ
か
の
制
限
レ
ベ
ル
を
想
定

し
た
分
散
型
登
校
の
計
画
を
立
て
る

と
共
に
、
夏
季
休
業
の
短
縮
、
行
事

の
縮
小
、
中
止
な
ど
授
業
時
間
が
確

保
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

る
。

③
学
校
生
活
様
式
は
登
校
時
の
検

温
・
体
温
や
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い

な
ど
７
つ
あ
り
、
衛
生
管
理
が
日
常

に
な
る
こ
と
が
新
し
い
生
活
様
式
で

全
校
に
徹
底
す
る
よ
う
指
導
し
て
い

く
。

④
一
人
一
台
の
端
末
は
近
隣
自
治
体

と
共
同
調
達
を
予
定
し
て
い
る
。
６

月
末
に
高
速
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
の
設
計
委

託
の
発
注
を
す
る
よ
う
進
め
て
い

る
。

　
⑤
施
設
入
所
者
の
面
会
制

限
で
本
人
と
家
族
が
自
由
に

会
え
な
い
こ
と
が
一
番
大
き
な
影
響

だ
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
開
所
時
間
を

半
日
に
短
縮
し
た
事
業
所
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
新
規
受
け
入
れ
制
限
、
訪

問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
変
更
な

ど
新
型
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
い
な
い

現
在
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
だ
。

ど
の
よ
う
に
在
宅
介
護
を
支
え
て
い

く
の
か
が
今
後
の
課
題
だ
。

長
束

教
育
長

町
長
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
定
期
バ
ス
、
循
環
バ

ス
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
も
含
め
乗
車
数

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、
今

後
ど
の
よ
う
に
運
行
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
か
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

循
環
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
及
び
定

期
バ
ス
路
線
の
利
用
状
況
は
。

②
三
密
を
回
避
す
る
感
染
予
防
対
策

と
し
て
今
後
バ
ス
利
用
と
い
う
考
え

か
ら
、
小
型
の
タ
ク
シ
ー
等
を
利
用

し
た
交
通
網
に
変
更
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
は
。

③
町
内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
撤
退

で
タ
ク
シ
ー
利
用
を
す
る
際
、
米
子

市
内
の
タ
ク
シ
ー
を
町
内
か
ら
依
頼

し
て
も
断
わ
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
。

解
決
策
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
町
が
運
営
し
て
い
る
バ
ス

と
し
て
、
町
の
北
側
を
走
る

黄
色
い
ふ
れ
あ
い
バ
ス
と
平
成
30
年

10
月
か
ら
運
行
を
始
め
た
南
さ
い
は

く
エ
リ
ア
で
の
デ
マ
ン
ド
型
ふ
れ
あ

い
バ
ス
の
２
種
類
が
あ
る
。

①
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態

宣
言
が
全
都
道
府
県
に
拡
大
し
た
４

月
に
お
い
て
は
、
小
学
生
を
除
く
一

般
乗
客
数
は
昨
年
同
月
よ
り
48
％
減

少
し
て
い
る
。
一
方
、
日
ノ
丸
自
動

車
の
運
行
路
線
で
の
乗
車
数
は
月
ご

と
の
乗
客
数
の
把
握
は
し
て
い
な
い

が
、
全
路
線
で
約
３
割
か
ら
５
割
の

減
少
で
あ
る
。

②
来
年
度
の
運
行
に
つ
い
て
ど
う
い

う
交
通
体
系
に
す
べ
き
か
、
鋭
意
検

討
を
重
ね
て
い
る
。

③
来
年
４
月
に
は
新
た
な
公
共
交
通

の
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
運
行
の

継
続
性
、
利
便
性
、
交
通
弱
者
へ
の

配
慮
等
を
兼
ね
備
え
た
南
部
町
独
自

の
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
現
実
的
に
は
乗
合
自
動
車
を
利
用

し
た
町
営
の
自
家
用
有
償
運
送
を
実

施
し
た
い
。

地
域
の
公
共
交
通
網
の
整
備

仲
田
司
朗 

議
員

Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
の
今
後
の
バ
ス
運
行
は

Ａ
町
営
の
自
家
用
有
償
運
送
を
実
施
し
た
い

町
長

仲
田児

童
生
徒
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
亀
尾
共
三 

議
員

Ｑ
少
人
数
学
級
と
教
職
員
の
増
員
を

Ａ
30
名
を
超
え
る
の
は
３
ク
ラ
ス
の
み
・
教
職
員
数
は
ご
理
解
を

教
育
長

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
公
共
料
金
の
あ
り
方
加
藤
　学 

議
員

Ｑ
水
道
料
金
の
減
免
を
更
に
続
け
る
べ
き

Ａ
10
月
以
降
の
減
免
処
置
の
考
え
は
今
の
と
こ
ろ
な
い

町
長

　
６
月
臨
時
議
会
で
水
道
料

金
の
基
本
料
金
４
か
月
分
の

免
除
が
決
定
し
た
。
多
く
の
人
か
ら

感
謝
の
言
葉
を
聞
く
。
一
方
コ
ロ
ナ

禍
の
終
息
は
見
え
ず
、
東
京
都
や
北

九
州
市
で
は
第
二
波
が
来
て
い
る
と

言
わ
れ
る
。
経
済
活
動
の
停
滞
と
回

復
が
見
え
な
い
中
で
は
、
給
付
金
も

必
要
だ
が
公
共
料
金
の
減
免
が
効
果

を
発
揮
す
る
。

①
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
は
い
つ

と
考
え
る
か
。

②
水
道
料
金
以
外
の
公
共
料
金
の
減

免
は
考
え
な
か
っ
た
か
。

③
４
か
月
減
免
と
期
間
を
区
切
っ
た

理
由
は
何
か
。

④
水
道
料
金
の
減
免
を
更
に
続
け
る

考
え
は
あ
る
か
。

　
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
治
療
薬
、
ワ
ク
チ
ン
の
実

用
化
の
時
期
は
見
通
せ
な
い
。
実
用

化
出
来
て
も
世
界
的
流
行
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
な
の
で
世
界
中
に
行
き
渡
る

ま
で
時
間
を
要
す
る
。
長
期
に
渡
っ

て
現
在
の
状
況
を
繰
り
返
す
も
の
と

考
え
る
。

②
下
水
道
料
金
に
つ
い
て
答
え
る
。

南
部
町
の
下
水
道
普
及
率
は
86･

５
％
で
水
道
普
及
率
の
99･

７
％
に

比
べ
て
低
い
。
又
、
個
人
管
理
の
浄

化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
も
い
る
。

公
平
的
な
生
活
支
援
を
行
う
観
点
か

ら
水
道
料
金
の
一
部
を
減
免
し
、
生

活
負
担
の
軽
減
を
図
っ
た
。

③
水
道
料
金
の
減
免
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
世

帯
を
支
援
し
た
い
と
答
弁
し
て
来

た
。
し
か
し
、
生
活
困
窮
世
帯
の
実

態
把
握
が
実
質
的
に
困
難
な
こ
と
、

事
務
手
続
き
上
に
課
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
４
か
月
間
の
基
本
料
金
を
減
免

す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。

④
10
月
以
降
の
減
免
処
置
の
考
え
は

今
の
と
こ
ろ
な
い
。
水
道
料
金
、
下

水
道
料
金
に
つ
い
て
は
期
限
内
の
納

付
が
一
時
的
に
困
難
に
な
っ
た
方
に

は
支
払
い
猶
予
、
納
付
相
談
を
行
っ

て
い
る
。

加
藤

町
長コ

ロ
ナ
禍
で
の
町
政
に
つ
い
て

細
田
元
教 

議
員

Ｑ
新
し
い
施
策
が
必
要
と
思
う

Ａ
光
ケ
ー
ブ
ル
化
に
取
り
組
む

町
長

　
東
京
を
中
心
と
し
た
都
会

か
ら
人
を
我
が
町
に
呼
び
込

む
為
に
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
よ
う
な

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。

　
今
回
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
鳥
取
県
が

全
国
で
安
心
安
全
な
所
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
２
０

０
人
ぐ
ら
い
移
住
者
が
あ
り
、
西
伯

郡
で
は
伯
耆
町
、
大
山
町
等
が
30
人

近
く
移
住
し
て
お
ら
れ
る
。

　
我
が
町
も
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が

ら
、
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
捉
え
、

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
し
、
人
口

増
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
、

光
ケ
ー
ブ
ル
網
が
ベ
ー
ス
で

あ
り
、
国
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
。
国
の
補
助
、
鳥
取
県
補
助
、
さ

ら
に
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
が
新
た

に
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
町
の

実
質
の
持
ち
出
し
分
が
削
減
可
能
と

な
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
契
機
に
、

大
都
市
の
人
口
集
中
に
伴
う
リ
ス
ク

や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
可
能
性
が
再
認

識
さ
れ
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
に
も
適

応
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
に
転
換
の
た

め
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
は
必
要

不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
基
盤
で
あ
る
光
ケ
ー
ブ
ル
化
は
将

来
あ
っ
て
当
た
り
前
で
あ
る
た
め
、

光
ケ
ー
ブ
ル
化
に
取
り
組
み
、
早
期

に
高
度
情
報
化
の
環
境
整
備
を
し
た

い
。

細
田

町
長

町
長

　
世
界
中
に
広
が
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響

が
、
日
々
の
暮
ら
し
に
大
き
な
変
化

を
与
え
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
に
は
、
政
府
・
専
門
家
が
、
身
体

的
距
離
の
確
保
が
必
要
と
し
て
、
児

童
た
ち
の
間
を
あ
け
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
り
、
安
全
に
万
全
を
期
す
る

こ
と
を
考
え
る
も
の
だ
。

　
感
染
予
防
の
た
め
に
、
教
室
内
の

児
童
を
少
人
数
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
教
室
の
確
保
と
教
職
員
の
増

員
を
、
県
の
教
育
委
員
会
に
要
求
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
小
中
学
校
の
各
教
室
内
の
現
状
と

対
応
を
伺
う
。　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
つ
い
て
、

鳥
取
型
「
新
し
い
学
校
生
活
様
式
」

に
よ
る
と
、
教
室
内
で
は
可
能
な
限

り
約
１
メ
ー
ト
ル
は
な
れ
て
学
ぶ
と

さ
れ
て
お
り
資
料
で
示
し
て
い
る
。

本
町
で
は
、
既
に
県
と
協
力
し
て
少

人
数
学
級
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

年
度
は
ク
ラ
ス
30
名
を
超
え
る
学
級

は
３
ク
ラ
ス
の
み
で
、
そ
の
う
ち
２

ク
ラ
ス
は
普
通
教
室
か
ら
広
い
教
室

へ
移
し
１
ク
ラ
ス
は
移
動
で
き
る
空

き
教
室
が
な
く
、
前
後
左
右
最
大
限

の
間
隔
を
と
る
こ
と
で
、
可
能
な
限

り
１
メ
ー
ト
ル
を
維
持
し
て
い
る
。

　
鳥
取
型
「
新
し
い
学
校
生
活
様
式
」

に
基
づ
く
、
マ
ス
ク
、
手
洗
い
、
換

気
等
の
感
染
予
防
対
策
を
と
る
。
最

大
限
の
間
隔
を
と
る
。
こ
の
２
つ
を

同
時
に
行
う
こ
と
が
、
教
室
に
お
け

る
感
染
予
防
と
捉
え
、
ど
の
教
室
で

も
徹
底
し
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
現
時
点
で
、
県
教
育
委

員
会
へ
の
要
望
は
考
え
て
い
な
い
の

で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

亀
尾

教
育
長
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議会改革調査特別委員会報告

南部町で就農しようと思ったきっかけは
　  今やらなければ後悔する
　学生の頃、自然と共に生きる農業に強烈な魅力を感じてい
ました。「今やらなければ後悔する」と思い、気がつけば鳥
取県立農業大学校の門をたたいていました。大阪で育った私
にとって、鳥の声、風の音が聞こえる南部町はとても魅力的
に感じられます。この町はもう一つの故郷です。
今、地域おこし協力隊として地域の方々に様々なことを教わ
りながら独立就農にむけて (株 ) 福成農園で研修しています。

Ｑ
A

将来展望は
　  仲間たちと複合生産
　今、浅井で暮らしています。この地域にある休耕田
などをお借りして１haの白ネギ生産に挑戦します。将
来は、今お世話になっている福成法人で学んだことを
活かし、仲間を集めて白ネギ、トウモロコシやその他
の作物を組み込んだ複合生産ができたらと思います。
大自然に包まれたこの町で結婚し大家族で暮らしてい
けたらと思います。

Ｑ
A

立元　隆裕さん（浅井）
地域おこし協力隊員

小・中学校を通した地域の学びの集大成！ 南部中学校三年生「まち未来会議」

提案（Ａ組）
「若者の政治参画」
　小・中学生の時代から、議員の交流
や議場の見学等で議会の役割を知る場
を設けることで、政治に興味を持つと
思う。

「投票率のアップ」
　浜田市では、期日前投票期間、投票

車巡回させること
で、高齢者も投票
ができ、投票率が
アップしている。

「まち未来会議」
のねらい

1.将来設計力 町民との関わ
　りを持つことで、自分の将
　来を考える力。
2.社会参画力 町を知り、学
　び、提案をする力。
3.人間関係調整力 相手の立
　場に立って、自分たちの意
　見を持ち、見識を深める力。
4.ふるさと愛着力 自分、周
　りの人、地域を愛し誇れる
　力。

提案（Ｂ組）
「議会だより」の工夫
　若者の気を引く
ような表紙にする
ことで議会を知り
興味を持つことで、
投票率のアップと
政治参画を促すこ
とが出来ると思う。

議会の役割について
学び、問題の解決に
提言を発表！

議会の役割について
学び、問題の解決に
提言を発表！

Ａ組の発表と提案

Ｂ組発表の後、三鴨議員からの感想と提言

直撃インタビュー

挑戦する若者たち挑戦する若者たち

白ネギづく
りに

　　　チャ
レンジ

直撃インタビュー
たちもと たかひろ
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一般質問

　
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

が
５
月
に
公
表
し
た
一
般
廃

棄
物
処
理
施
設
整
備
基
本
構
想
（
案
）

は
、
令
和
14
年
稼
働
予
定
で
可
燃
、

不
燃
、
最
終
処
分
場
の
一
体
整
備
を

打
ち
出
し
た
が
、
具
体
的
な
説
明
の

な
い
ま
ま
の
案
だ
。
ご
み
処
理
の
あ

り
方
は
気
候
変
動
対
策
が
注
目
さ
れ

る
中
で
重
要
な
課
題
だ
。
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
対
策
か
ら
大
型
焼
却
炉
を
作
っ

た
自
治
体
が
ゴ
ミ
不
足
と
経
費
負
担

増
の
深
刻
な
問
題
を
起
こ
し
た
歴
史

的
教
訓
に
学
ぶ
べ
き
だ
。
広
域
化
を

選
択
し
な
い
こ
と
を
求
め
質
問
す
る
。

①
ご
み
の
分
別
・
減
量
化
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

②
ご
み
の
焼
却
を
ど
う
考
え
る
か
。

③
災
害
、
危
機
管
理
か
ら
広
域
化
を

ど
う
考
え
る
か
。

④
地
域
経
済
か
ら
広
域
化
を
ど
う
考

え
る
か
。

⑤
経
済
性
の
比
較
だ
が
、
一
本
化
案

と
、
日
野
郡
三
町
を
分
け
た
案
が
あ

る
が
、
現
行
の
南
部
・
伯
耆
町
を
分

け
た
案
を
求
め
る
。

　
西
部
広
域
で
は
令
和
14
年

を
稼
働
予
定
の
西
部
９
市
町

村
の
可
燃
ご
み
集
約
化
施
設
建
設
に

向
け
て
事
務
作
業
が
進
ん
で
い
る
。

①
ご
み
の
分
別
・
減
量
化
は
、
各
市

町
村
で
異
な
っ
て
お
り
、
広
域
化
の

課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

②
安
全
か
つ
経
済
的
に
安
定
し
た
ご

み
処
理
を
求
め
れ
ば
焼
却
処
分
を
選

択
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。
建

設
運
営
に
は
地
球
規
模
で
の
環
境
へ

の
配
慮
が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

③
確
か
に
一
極
集
中
す
る
こ
と
は
近

年
の
災
害
発
生
や
地
震
に
対
す
る
リ

ス
ク
を
感
じ
る
。
も
し
も
の
時
に
備

え
て
お
く
必
要
性
を
今
後
西
部
広
域

で
議
論
し
て
い
き
た
い
。

④
広
域
化
で
現
在
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
職
場

の
減
少
は
、
雇
用
の
面
で
は
少
な
か

ら
ず
影
響
が
出
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
と
思
う
。

⑤
あ
え
て
伯
耆
町
と
南
部
町
が
独
立

し
た
場
合
の
案
を
つ
く
っ
て
く
れ
と

い
う
立
場
に
は
立
て
な
い
。

ご
み
の
広
域
化
・
集
約
化

真
壁
容
子 

議
員

Ｑ
ご
み
焼
却
場
の
広
域
化
を
選
択
し
な
い
こ
と
を
求
め
る

Ａ
集
約
化
に
向
け
て
進
ん
で
い
る

町
長

真
壁

コ
ロ
ナ
後
の
南
部
町
行
政

景
山
　浩 

議
員

Ｑ
行
政
目
標
達
成
の
考
え
方
は

Ａ
経
済
の
回
復
を
後
押
し
す
る
た
め
の
施
策
が
必
要

町
長

　
こ
の
た
び
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
大
流
行
に
よ
り
、

人
々
の
暮
ら
し
や
経
済
は
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
政
府
で
は
二
度

に
わ
た
る
大
型
補
正
を
組
む
な
ど
経

済
復
興
に
努
め
て
い
る
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
や
大
型
補
正
の
南

部
町
行
政
へ
の
影
響
も
大
き
く
、
コ

ロ
ナ
以
前
に
た
て
ら
れ
た
行
政
施
策

の
計
画
も
見
直
す
べ
き
分
野
も
出
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
コ
ロ
ナ
後
、
も
し
く
は
コ
ロ
ナ
が

常
に
あ
る
と
い
う
新
し
い
状
況
下
で
、

ど
の
よ
う
に
し
て
町
の
行
政
目
標
を

達
成
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
か
。

　
こ
の
た
び
の
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
経
済
活
動
は
深
い
後
退

局
面
に
入
っ
て
い
る
。
雇
用
や
所
得

環
境
が
一
段
と
悪
化
す
れ
ば
潜
在
需

要
も
し
ぼ
み
か
ね
な
い
状
況
に
あ
る
。

総
合
戦
略
や
計
画
に
掲
げ
た
さ
く
ら

祭
り
や
金
田
川
の
蛍
な
ど
の
観
光
地

と
し
て
の
来
町
者
の
増
加
策
や
新
た

な
雇
用
の
創
出
、
更
に
は
百
歳
体
操

な
ど
の
福
祉
施
策
な
ど
に
も
中
止
や

中
断
な
ど
の
悪
影
響
が
出
て
い
る
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
町
行
政
に
与
え

る
影
響
と
し
て
は
、
一
つ
に
は
働
き

方
の
変
化
が
あ
る
と
言
え
る
。
在
宅

ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、

今
ま
で
の
仕
事
の
や
り
方
と
は
違
っ

た
働
き
方
が
進
ん
で
く
る
と
思
う
。

　
二
つ
目
に
は
、
財
政
的
な
問
題
が

あ
る
。
国
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
赤

字
国
債
を
発
行
し
予
算
を
組
ん
で
い

る
。
一
時
的
に
は
町
財
政
の
負
担
が

緩
和
さ
れ
る
が
、
問
題
は
来
年
度
以

降
の
地
方
交
付
税
だ
。
税
収
も
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
以
上
の
落
ち
込
み

が
予
想
さ
れ
、
新
た
な
財
源
を
模
索

し
つ
つ
も
、
歳
出
の
大
幅
な
抑
制
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い

る
。

　
町
と
し
て
必
要
な
こ
と
は
、
経
済

の
回
復
を
後
押
し
す
る
た
め
の
施
策

を
打
つ
こ
と
だ
。
町
内
で
お
金
が
循

環
す
る
新
た
な
取
り
組
み
を
模
索
し

て
い
き
た
い
。

景
山

町
長

町
長



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
は
、
ま
だ
気
が
抜
け
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
新
し
い

ワ
ク
チ
ン
や
特
効
薬
が
で
き
る

ま
で
に
は
、
ま
だ
相
当
の
時
間

を
要
す
る
よ
う
で
す
。
今
、
出

来
る
自
己
防
衛
策
は
、
新
た
な

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
で
す
。

　
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
。

　
そ
こ
に
、
７
月
３
日
夜
か
ら

４
日
朝
に
か
け
て
、
局
地
的
に

猛
烈
な
雨
が
降
り
、
熊
本
県
南

部
の
球
磨
川
が
氾
濫
し
て
大
水

害
が
発
生
し
た
。

　
国
は
、
１
０
０
年
に
１
度
あ

る
か
わ
か
ら
な
い
大
洪
水
に
備

え
て
河
川
を
整
備
す
る
と
言
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
今
は
毎
年
、

日
本
の
ど
こ
か
で
川
が
氾
濫
し

て
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

　
自
助
・
共
助
・
公
助
で
、
普

段
か
ら
の
災
害
対
策
を
。
も
う

一
度
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
、

避
難
行
動
の
確
認
を
。
非
常
持

ち
出
し
袋
に
、
マ
ス
ク
と
体
温
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滝
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加
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学

〒683－0351
鳥取県西伯郡南部町法勝寺331－1
（総合福祉センターしあわせ１Ｆ）
電話/0859－66－5400
　　（スポｎｅｔなんぶ）
営業時間/月～金11：00～15：00
　　　　　オーダーストップ14：30
　　　　　　　土11：00～夕方
定休日/木曜日・日曜日（不定休）
各種メニューお持ち帰り出来ます。
ご予約、お弁当などご相談下さい。

アロマａランチ
デミハンバーグと白身魚フライ
ドリンク付き800円（税込）

アロマｂランチ
豚カルビ焼肉と白身魚フライ
ドリンク付き800円（税込）

和風ランチ
焼鮭とメンチカツ
ドリンク付き800円（税込）

サクサクのカツカレー
　　　　　　　　  870円（税込）
オリジナルカレー700円（税込）

オムレツとハンバーグのランチ
　　　　　　　780円（税込）

デミカツランチ800円（税込）

｢
ア
ロ
マ
カ
フ
ェ｣

っ
て
何
!?

し
あ
わ
せ
の
１
Ｆ
に
レ
ス
ト
ラ
ン
が
！ 

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
、
す
み
ま
せ
ん
。
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総合福祉センターしあわせ
にあるレストラン

町議会広報

探検隊
NO.5

米子市街

西伯小学校

南部町役場
法勝寺庁舎 緑水湖

至 高姫

アロマカフェ
180

(しあわせ１F)

aromacafe_8241

より

粉から
  手作り

１番人気


